
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採
択
し
ま
し
た
。 

 

党
市
議
団
は
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
戦
争

を
受
け
て
、
各
会
派
や
議
長
・

事
務
局
へ
と
、
抗
議
の
決
議
ま

た
は
意
見
書
を
出
す
べ
き
と
、

 

越
谷
市
議
会
は
、
３
月
議
会

最
終
日
の
３
月
１
７
日
、
「
ロ

シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
略
に
断
固
と
し
て
抗
議

す
る
決
議
」
（
全
文
は
囲
み
参

照
）
を
、
全
会
一
致
で
可
決
・
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働
き
か
け
ま
し
た
。
同
日
、
議

長
・
事
務
局
か
ら
も
「
同
様
の

考
え
で
議
会
と
し
て
協
議
し
た

い
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

提
案
さ
れ
た
案
文
に
は
「
国

連
憲
章
違
反
」
「
核
に
よ
る
威

嚇
を
許
さ
な
い
」
「
平
和
的
解

決
の
外
交
努
力
」
な
ど
、
党
の

主
張
と
一
致
す
る
中
身
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
た
た
め
、
全
会
一

致
で
の
採
択
に
向
け
て
力
を
つ

く
し
ま
し
た
。
ま
た
採
択
後
た

だ
ち
に
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
す
る
こ
と
も
、
提
案
し

ま
し
た
。 

※
決
議
掲
載 

 
 

ペ
ー
ジ 

（
議
第
３
号
議
案
） 

1 

ロシア連邦によるウクライナへの侵略に 

断固として抗議する決議 

 

 本年 2 月 24 日、ロシア連邦はウクライナに

軍事侵攻を開始し、民間人を含む多数の死傷者

を出した。このような武力を背景とした一方的

な現状変更は、国際社会の平和と安全を根幹か

ら著しく揺るがすとともに、ウクライナの主権

と領土の一体性を侵害する明白な国連憲章違反

であり、また、核兵器による威嚇や使用をほの

めかす言動は断じて許容できない。 

 よって、越谷市議会は、今回のロシア連邦に

よるウクライナへの侵略に対し強く抗議する。 

 また、政府におかれては、国際社会との緊密

な連携のもと、平和的解決に向けた外交努力に

万全を尽くすよう強く求める。 

 以上、決議する。 

  

 令和 4 年 3 月 17 日 埼玉県越谷市議会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
諸

課
題
で
は
、
こ
ど
も
医
療

費
の
現
物
給
付
の
拡
大
、

医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る

保
育
・
教
育
の
充
実
、
少

人
数
学
級
の
前
倒
し
実
施

な
ど
、
評
価
で
き
る
項
目

が
並
び
ま
し
た
。 

 
一
方
で
教
育
長
の
教
育

行
政
方
針
で
は
、
小
中
一

貫
校
の
推
進
が
変
わ
ら
ず

明
記
さ
れ
ま
し
た
。 

市
民
の
声
を
も
と
に 

分
野
別
の
予
算
審
査 

小
中
一
貫
校
整
備
に
反
対 

 

今
議
会
か
ら
予
算
審
査

が
「
予
算
決
算
常
任
委
員

会
」
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
全
議
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
党
市
議
団

は
引
き
続
き
市
民
の
声
を
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３
月
定
例
市
議
会
が
、

３
月
１
７
日
、
閉
会
し
ま

し
た
。
代
表
質
問
は
、
党

市
議
団
か
ら
は
工
藤
し
ゅ

う
じ
議
員
が
お
こ
な
い
ま

し
た
（
前
号
既
報
）
。
ま

た
議
会
中
に
侵
攻
が
開
始

さ
れ
た
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略

に
対
し
、
抗
議
決
議
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た

（
１
面
詳
報
）
。 

福
田
新
市
長
の
施
政
方
針 

評
価
で
き
る
項
目
が
並
ぶ 

 

福
田
晃
新
市
長
に
と
っ

て
初
と
な
る
予
算
編
成
に

あ
た
り
、
２
０
２
２
年
度

施
政
方
針
で
は
、
「
『
い

の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
』

た
め
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

全
力
で
取
り
組
む
」
と
の

も
と
に
、
「
い
の
ち
と
く

ら
し
最
優
先
」
の
立
場
か

ら
、
各
分
野
で
質
疑
し
ま

し
た
（
右
別
項
）
。 

 

党
市
議
団
の
要
望
な
ど

も
一
部
反
映
さ
れ
、
コ
ロ

ナ
対
策
が
重
点
で
あ
る
こ

と
な
ど
は
評
価
で
き
ま
す

が
、
小
中
一
貫
校
整
備
事

業
（
後
述
）
が
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
予
算
全
体
と

し
て
は
反
対
し
ま
し
た
。 

 

小
中
一
貫
校
整
備
事
業

で
は
、
市
教
委
は
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
ず
、
「
小
中

一
貫
教
育
で
自
己
肯
定
感

の
上
昇
な
ど
効
果
が
あ
る

た
め
一
貫
校
整
備
を
す
す

め
る
」
立
場
で
し
た
。
こ

れ
に
対
し
全
国
の
一
貫
校

予算決算常任委員会 

分野別各分科会での主な質疑項目 

◆総務（工藤しゅうじ議員） 

・財政調整基金の活用 ・市職員の健康管理 

・公契約条例の周知・活用 ・救急体制の充実 

◆民生（宮川まさゆき、金子まさえ議員） 

・福祉タクシー・自動車燃料券の使用方法拡充 

・生活保護の夏季加算導入 ・国保の値上げ問題 

・看護師等就学資金貸付制度の拡充 

◆環境経済・建設（大和田さとし議員） 

・再生可能エネルギー推進 ・通学路の安全対策 

・住宅・店舗改修促進補助金の拡充 

・まるごとまちごとハザードマップ 

◆子ども・教育（山田大助議員） 

・保育士等の処遇改善 ・子ども医療費の拡充 

・保育所・学童保育室の待機児童解消 

・小中一貫校計画の見直し 

次
ペ
ー
ジ
へ 



 

 

や
大
規
模
校
の
調
査
で
は

自
己
肯
定
感
が
下
が
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
一

貫
「
教
育
」
に
成
果
が
あ

る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
一

貫
「
校
」
で
は
発
揮
さ
れ

な
い
た
め
見
直
す
べ
き
と

強
調
し
ま
し
た
。
し
か
し

市
教
委
は
、
一
貫
校
整
備

に
固
執
す
る
答
弁
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
で
は
、
保
険
料
の

値
上
げ
を
前
提
と
し
た
予

算
で
し
た
。
低
所
得
者
ほ

ど
負
担
が
重
く
な
り
、
コ

ロ
ナ
禍
の
も
と
で
の
値
上

げ
は
認
め
ら
れ
な
い
と
指

摘
し
、
反
対
し
ま
し
た
。 

ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善 

求
め
る
意
見
書
は
不
採
択 

 

党
市
議
団
は
「
福
祉
・

介
護
、
保
育
な
ど
ケ
ア
労

働
者
の
抜
本
的
な
処
遇
改

善
を
求
め
る
意
見
書
」
を

提
案
し
ま
し
た
。 

 

国
は
ケ
ア
労
働
者
の
働

き
を
無
視
で
き
ず
、
平
均

月
３
％
約
９
，
０
０
０
円

の
賃
上
げ
相
当
の
補
助
を

出
す
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
全
産
業
平
均
に
比
べ

て
約
１
０
万
円
も
低
い
と

さ
れ
る
ケ
ア
労
働
者
の
処

遇
改
善
と
し
て
は
少
な
す

ぎ
る
と
、
関
係
者
か
ら
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
対
象
者
全
員
に
い
き
わ

た
ら
な
い
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
さ
ら
な
る
改
善
を
、
国

に
求
め
る
内
容
で
す
。 

 

党
市
議
団
の
ほ
か
、
立

憲
・
市
民
ネ
ッ
ト
、
無
所

属
議
員
な
ど
が
賛
成
し
ま

し
た
が
、
自
公
維
な
ど
の

反
対
で
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。 
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リ
レ
ー
コ
ラ
ム
⑱ 

小
学
校
入
学
の
学
用
品
費
用
と
準
備
の
苦
労 

◆
息
子
が
４
月
か
ら
大
相
模
小
学
校
に
入
学
す
る
。
２
月

１
０
日
、
雪
で
震
え
る
寒
さ
の
中
、
体
育
館
で
説
明
会
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
１
７
種
類
も
の
資
料
が
渡
さ
れ
た
◆
目

を
引
い
た
の
は
学
校
徴
収
金
だ
。
月
の
集
金
金
額
は
、
児

童
一
人
当
た
り
給
食
費
４
，
０
０
０
円
、
教
材
費
１
，
０

０
０
円
と
あ
り
、
６
月
は
共
済
掛
金
で
さ
ら
に
１
，
０
０

０
円
か
か
る
。
実
に
年
間
６
１
，
０
０
０
円
の
負
担
増
。

加
え
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
が
年
間
３
，
６
０
０
円
◆
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
学
習
用
具
や
体
操
着
を
自
費
で
購
入
す
る
必
要

が
あ
り
、
筆
箱
、
下
敷
き
、
お
道
具
箱
、
算
数
セ
ッ
ト
や

体
操
着
、
安
全
帽
子
、
上
履
き
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を

合
計
す
る
と
、
お
よ
そ
３
万
円
も
か
か
っ
て
し
ま
う
。
年

間
で
１
０
万
円
の
大
き
な
出
費
だ
◆
憲
法
に
は
「
義
務
教

育
は
無
償
と
す
る
」
と
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
生
か
さ
れ
て

は
い
な
い
と
感
じ
る
。
娘
は
も
う
す
ぐ
中
学
生
だ
。
中
学

で
は
い
く
ら
か
か
る
の
か
。
高
校
は
、
大
学
は
、
と
考
え

る
と
ぞ
っ
と
す
る
◆
入
学
準
備
の
最
大
の
苦
労
は
、
算
数

セ
ッ
ト
に
貼
る
名
前
シ
ー
ト
。
実
に
７
９
２
枚
の
シ
ー
ル

を
、
夜
な
夜
な
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
貼
っ
て
い
く
。
必
要
性
を

ま
っ
た
く
感
じ
な
い
こ
の
行
為
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
も

の
だ
ろ
う
か
。 

 
 

 
 

 

（
大
成
町 

工
藤
秀
次
） 

前
ペ
ー
ジ
か
ら 
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梅村さえ子党予定候補が宣伝 

 3 月 22 日、新越谷・南越谷駅

で、梅村さえこ参院埼玉選挙区

党予定候補が、「憲法 9 条をい

かした戦争反対の声でロシアを

撤退させよう」と訴えました。 

お
知
ら
せ 

 

◆
原
水
協
６
・
９
宣
伝 

日
時 

４
月
６
日
（
水
） 

 
 

 

午
後
５
時
３
０
分
～ 

場
所 

越
谷
駅 

 

◆
共
同
セ
ン
タ
ー
９
の
日
宣
伝 

日
時 

４
月
８
日
（
金
） 

 
 

 

午
後
５
時
３
０
分
～ 

場
所 

大
袋
駅 

 

◆
さ
よ
う
な
ら
原
発
三
金
行
動 

日
時 

４
月
１
５
日
（
金
） 

 
 

 

午
後
６
時
～ 

場
所 

越
谷
駅 

 

◆
参
院
選
勝
利
決
起
集
会 

日
時 

４
月
２
９
日
（
金
） 

 
 

 

午
後
２
時
～ 

場
所 

中
央
市
民
会
館
４
階 

市党がウクライナ侵略抗議宣伝 

 3 月 15 日、新越谷・南越谷駅

で、「ロシアは今すぐウクライ

ナから撤退を」と訴えました。 

納税者の権利を守れ 

 3 月 11 日、「3･13 重税反対

全国統一行動」越谷集会が開か

れ、「納税者の権利を守れ」と

アピールしました。 

ウクライナ問題学習会 

 3 月 18 日、市党も共催し田川

実党国際委 

員会事務局 

長を講師に 

招き、ロシ 

アによるウ 

クライナ侵 

略問題につ 

いて学習会 

を開催しま 

した。 


